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ふるさとに根ざし明るくたくましく生きる生徒の育成

①学びと授業づくりへの挑戦 ②集団づくりへの挑戦 ③ふるさと活動づくりへの挑戦

【学びプロジェクト】
テーマ：ふるさとで生き抜くために必要な学力を身に付ける

① 「比内中授業のイロハ」の共通実践▲

生徒・教師共に授業の凡事徹底

▲

授業プランシートの活用によるＰＤＣＡ▲

みらとびツアーの実施による指導技術の向上
② 学びを実感させる授業の構想と展開▲

教科観を大切にした授業構想とその展開

▲

学びを確かなものにするまとめの仕方▲

次への意欲につなげる振り返りの工夫
③ 積極的に学び合う場の設定▲

みらとびタイムの深化（全教科・諸活動で）

【心と体プロジェクト】
テーマ：ふるさととの関わりを支える心と体をつくる

① 支え合う人間関係づくりと所属感を高める学年･学級づくり▲
自治的な学年集会の工夫と充実

▲

学級会活動の活性化と短学活の工夫▲
道徳教育の充実による規範意識の向上

② いじめ･不登校の予防･根絶と三機能を生かした生徒指導の展開▲

「心」プロジェクト，ＳＣの活用･連携
③ 家庭連携によるライフスタイルの改善▲

ノーメディアへの取組

▲

体力と健康の保持増進（体力テストや健康診断での課題の解決）

【生き方プロジェクト】
テーマ：ふるさとに生き、自らを変えていく力を付ける

① ふるさとキャリア教育と地域貢献につながる体験活動の充実▲

比内のものや人と関わりを生かした「ふるさと活動」の充実▲

郷土愛と地域に貢献できる力の醸成
② 主体的実践力を高める生徒会活動の充実▲

委員会活動，生徒総会，生徒集会等▲

内なる力を外に発信できる生徒会活動の企画・実践
③ 自己有用感を味わい，

一人一人の共感的協働力を高める特別活動の企画・推進▲

運動会，比中祭，合唱祭等の学校行事の工夫・充実

大館市立比内中学校

具現化のための３プロジェクト



さて、コロナ禍にあって

今年度の比内中は順調なのか？

［評価項目ごとの評価の実際］

表中の矢印

＝生徒・保護者→ 概ね数値が上がったと判断される項目
＝教師→ 中間よりも年度末が５％以上数値が上がった項目

＝生徒・保護者→ 概ね数値が下がったと判断される項目
＝教師→ 中間よりも年度末が５％以上数値が下がった項目

コロナ禍の比内中祭［全校合唱：比内中讃歌］
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ア きわめて良好 ５ 実現状況は極めてよく意識も高い／数値目標に対し１００％以上達成
生徒
の 良好 ４ 実現状況は良好で意識も高い／数値目標に対し８０～９９％達成
状況

おおむね良好 ３ 実現状況はおおむね良好／数値目標に対し６０～７９％達成

やや不十分 ２ 実現状況はやや不十分で取組が不安定／数値目標に対し４０～５９％

努力を要する １ 実現状況は不十分で努力を要する／数値目標に対し３９％以下の達成

生徒の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

意欲的に学習に取り組み 中 おおむね おおむね 通常の取組ができない中で，前向きに取り組ん
基礎学力を身に付けながら 間 良好 良好 でいる。「学習規律」や「深い学び」は，昨年度
学力を向上させようとして からの課題である。若い先生方が多くなってきて
いる｡ いるので，共通理解をした上で共通実践を進めな

がら解決していってほしい。

年 おおむね おおむね 授業参観では，全てのクラスで課題が提示され，
度 良好 良好 生徒が落ち着いて学習に取り組んでいた。生徒指

導の機能をもった声掛けも行われていた。教員の
ヒアリングの際に，「ただ提示するのではなく，
生徒が食いつく提示の仕方，必要感をもたせる提
示の仕方が課題」と話していたが，全教員がこの
ような高い意識をもって日々の授業に取り組んで
もらえると生徒の学習への取り組み方が変わり，
基礎学力の定着につながると思われる。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ 意欲的に授業に取り組み、友達や先生のアドバイスを参考にしながら家庭学習をがんばる姿が見ら
評 れた。今後も、全教科で授業規律の徹底や「みらとびタイム」を軸にした授業改善に努め、諸調査や

学価 テストの数値向上につなげたい。
校の
の概 【年度末（→次年度）】
改要 ・ 全体的に学ぶ意欲の向上や学習習慣の定着が見られたものの、基礎学力の定着については課題が残
善と った。生徒の実態に合わせて朝学習や学習会を設定したり、共通実践事項を中心に授業改善の研修を
策 進めたりするなどして学力の向上を図りたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

１ 意欲的な (1)基本的な学習習慣の定着 ◇授業の凡事徹底＝「比中スタンダード」
学習への取 や「比内中授業のイロハ」の活用
組 (2)意欲的に学習に取り組む姿勢 ◇「みらとびタイム」、学習強調週間 ３ ３

◇家庭学習の調査
(3)家庭学習の時間確保と質的向上 ◇効率的な学習法の指導

２ 学力の定 (4)ＮＲＴ､全国学テ､県学習状況調査 ◇授業改善、回復指導、補充問題の活用
着・向上 の結果の改善 ◇分かるできる、楽しい授業づくり

３ ３
(5)単元テスト､定期テスト､小テスト
の結果の改善

◇授業に対する意欲
＜生徒＞問２ ＜保護者＞問１ ＜教師＞問２

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 49.7 46.4 3.4 0.5 19.8 43.2 30.9 6.2 0 12 4 0 ５８％

今年度末 54.5 39.8 5.7 0 23.4 41.1 30.6 4.8 1 13 1 1 ６３％
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◇基本的な学習習慣
＜生徒＞問１ ＜教師＞問１

％ そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 69.3 29.1 1.1 0.5 0 14 2 0 ６３％

今年度末 70.5 27.3 2.3 0 1 12 3 0 ６３％

◇家庭学習の習慣化
＜生徒＞問４ ＜保護者＞問２ ＜教師＞問３

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 53.6 36.3 7.3 2.8 34.6 45.7 17.9 1.9 0 9 7 0 ５２％

今年度末 57.4 33.5 7.4 1.7 37.9 43.6 16.1 2.4 2 9 5 0 ６０％

◇学力の高まり、数値向上
＜生徒＞問５ ＜保護者＞問３ ＜教師＞問４

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 21.8 43.0 28.5 6.7 11.7 42.6 34.0 11.7 0 7 9 0 ４８％

今年度末 23.3 39.2 30.1 7.4 19.4 38.7 35.4 6.5 0 4 12 0 ４２％

３年生：道徳の時間（授業参観） ３年生実力テスト

１年生：調理実習（いわしの蒲焼き）

２年生：調理実習
（蒸しパン）
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ア 生徒の状況

生徒の 学校関係者評価委員のコメント
状況 自己評価Ａ 学校関係者評価

自他の関わりを深め互い 中 おおむね おおむね コロナ禍で，４･５月の学級づくりの段階に時
に認め合い、生徒同士が切 間 良好 良好 間をかけられなかったと思われるが，参観授業の
磋琢磨し合いながら、豊か 短い時間の中でも，教師と生徒のやりとりの中に
な人間性を育み、自律的に よい雰囲気が感じられる場面があった。どの学級
学校生活を送っている。 も，真剣に学習に取り組み，生徒同士の教え合い

の場面もあり，良好だと思われる。

年 おおむね おおむね 校内に掲示されている学校行事や特別活動の写
度 良好 良好 真には，生徒の生き生きとしたすばらしい表情が

たくさんあった。生徒のヒヤリングの際に，比内
中のよくなってほしいこととして，「まだ全校生
徒が，学習に集中して取り組めていないこと」を
挙げていた。普段から教職員間で生徒についての
情報交換を密にして，チーム対応で，生徒のよい
ところを見付けて認めて，互いに認め合う学級づ
くりを組織的に進めてほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ 全校縦割り活動や短学活での学級プログラム、道徳での話合い活動を通して、互いに認め合う姿が
評 多く見られた。

学価 ・ 委員会や学級での係活動、行事などを通して、今後さらに自主性を高めていきたい。
校の
の概 【年度末（→次年度）】
改要 ・ 生徒が共感的・協働的な生き方を考えられるよう、議論する道徳を来年度も行っていきたい。
善と ・ コロナ禍でも、内容や活動形態を工夫して行事に取り組むことができた。また、学級の係活動や委
策 員会活動を通して、リーダーシップを発揮し、前向きに取り組む姿が多く見られた。

・ 活動に向かうまでの準備(時間の意識)がまだ足りない。生徒自身が意識できるよう今後も支援を行
っていきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

３ 豊かな人 (6)道徳教育の充実 ◇｢特別の教科 道徳｣の
間性の育成 授業実践の積み重ね ３ ３

◇心を大事にしたあいさつ、掃除、合唱
などの活動の充実

４ 居心地の (7)互いに認め合う学級づくり ◇短学活の充実、高め合う話合い活動
よい学級生 ＳＧＥの活用、アセスの活用 ３ ３

活 (8)学級の一員としての ◇係活動、学級活動の充実、一人一役
自覚と責任の育成

５ 集団生活 (9)特別活動の充実 ◇学年集会、全校集会、学校行事の
の向上 企画・工夫 ３ ４
(自主自律) (10)生徒会・委員会活動の活性化 ◇主体的な計画と運営、活動内容の工夫

◇気持ちや心の成長（やさしさや思いやりなど）
＜生徒＞問６ ＜保護者＞問４ ＜教師＞問５

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 70.9 24.0 3.9 1.1 27.2 64.8 7.4 0.6 0 9 7 0 ５２％

今年度末 70.5 26.7 2.8 0 33.9 57.3 8.9 0 0 12 4 0 ５８％



- 4 -

◇思いやりの心や人間性の向上（毎日のあいさつや掃除を心を込めて取り組んでいるか）
＜生徒＞問７ ＜教師＞問６

％ そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 65.9 31.3 2.8 0 0 9 7 0 ５２％

今年度末 63.6 32.4 4.0 0 1 9 6 0 ５６％

◇集団生活の向上（よりよい学校を目指して、集団の一員としての自覚をもって）
＜生徒＞問８ ＜保護者＞問５ ＜教師＞問７

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 56.4 37.4 6.1 0 21.6 63.6 14.7 0.6 1 15 0 0 ６９％

今年度末 63.1 27.3 8.5 1.1 28.2 62.1 8.1 1.6 3 12 1 0 ７１％

＜生徒＞問９（クラスづくりへの努力や協力）

％ そう思う だいたい あまり まったく

今年中間 63.1 35.2 1.1 0.6

今年度末 56.8 38.1 4.5 0.6

◇一人一人のよさの伸長（学級の居心地のよさ）
＜生徒＞問１０ ＜保護者＞問６ ＜教師＞問８

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 57.5 32.4 7.8 2.2 24.7 56.8 13.0 5.6 7 7 4 0 ７２％

今年度末 50.6 37.5 9.7 2.3 23.5 53.2 18.5 4.8 4 11 1 0 ７３％

▲ ２年生
保育実習

▲子どもサミット：花贈呈式

▲後期生徒会立会演説会
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ア 生徒の状況

Ⅲ 健全な生活習慣と健やかな体

生徒の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

よき生活習慣のもと、規 中 おおむね おおむね ヒヤリングでは，生徒や保護者からは，あいさ
律ある生活を送ろうとして 間 良好 良好 つがよく行われているという声があった。いじめ
いる｡また、自らの健康に 等も見られないとのことだった。コロナ禍でメデ
関心をもち、健康の保持増 ィアコントロールがうまくできていない生徒もい
進に努めている。 るようなので，そうした生徒への指導をお願いし

たい。

年 おおむね おおむね 不登校への対応がよくなされている。生徒のヒ
度 良好 良好 ヤリングの際に，比中生の課題として，「チャイ

ム学習ができないこと」や「全員挨拶が自分から
進んでできないこと」が挙げられていた。学校と
しても，自己評価が中間評価から下がった唯一の
項目であるので，その理由を考え，生徒のよいと
ころを認めながら対応していってほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ 元気なあいさつができる生徒が多いが、自分から進んであいさつができる生徒を生徒会活動などを
評 生かして育てたい。

学価 ・ 教育相談やスクールカウンセラーを活用し、教師・保護者の適切な関わり方が見えてきている。メ
校の ディアの使用を含めてコロナ禍で乱れた生活習慣を学校と家庭が協力して改善していく必要がある。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・ あいさつ運動の工夫などによってあいさつへの意識が高まってきた。一方で、時間を守る意識がま
策 だ低い。学級・学年がチームとして時間を守れるよう、声かけを続ける。併せて教師の手を離せると

ころは離し、自主性を高めていく必要がある。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

６ 基本的な (11)明るく元気なあいさつ、言葉遣い ◇あいさつ運動の実施
生活習慣の ◇言語環境の整備 ３ ２
形成 (12)規律ある落ち着いた生活の確立 ◇生徒との日常的な触れ合いと

その場指導の継続

７ 健全で共 (13)いじめ・不登校の未然防止、 ◇｢心｣プロジェクト（いじめ不登校対策
感的な心の 情報モラル教育 委員会）の推進（情報の共有） ３ ３
育成 ◇生徒理解、定期教育相談、三者面談、

(14)共感的な教育相談活動の実施 ＳＣの活用 等

８ 健康の保 (15)ライフスタイルの改善、 ◇ノーメディアへの取組
持増進、食 保健指導の充実 ◇学校保健委員会の実施 ３ ３
育の推進 ◇新体力テストに基づく指導

(16)継続的な体力づくりの実践 ◇健全な部活動指導

◇場に応じた言葉遣いや行動
＜生徒＞問１１ ＜保護者＞問７ ＜教師＞問９

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 59.0 38.8 2.2 0 22.8 64.8 10.5 1.9 0 9 6 1 ５０％

今年度末 60.2 35.8 2.3 1.7 25.8 62.9 9.7 1.6 1 10 5 0 ５８％
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◇時間を守り規律ある落ち着いた生活
＜生徒＞問１２ ＜保護者＞問８ ＜教師＞問１０

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 58.7 35.2 5.0 1.1 17.3 58.6 17.9 6.2 0 9 7 0 ５２％

今年度末 56.8 36.4 6.3 0.6 24.3 55.6 16.9 3.2 0 6 10 0 ４６％

◇望ましい人間関係づくり
＜生徒＞問１３ ＜教師＞問１１

％ そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 62.4 32.6 4.5 0.5 1 13 2 0 ６５％

今年度末 64.8 31.3 4.0 0 1 13 2 0 ６５％

◇望ましいライフスタイル
＜生徒＞問１４ ＜保護者＞問９ ＜教師＞問１２

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 47.2 39.3 8.4 5.1 12.3 46.3 30.9 10.5 1 7 8 0 ５２％

今年度末 43.8 36.4 17.6 2.3 12.9 46.8 30.6 9.7 0 13 3 0 ６０％

◇健康・体力の向上
＜生徒＞問１５ ＜教師＞問１３

％ そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 68.7 25.7 4.5 1.1 3 12 1 0 ７１％

今年度末 65.9 24.4 8.0 1.7 3 11 2 0 ６９％

大北秋季総体（卓球）

大北秋季総体（ソフトテニス） 市民駅伝大会
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ア 生徒の状況

生徒の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

ふるさと比内への愛着心 中 やや おおむね コロナ禍で前期にできなかったことを踏まえ
をもち、生き方や夢・志に 間 不十分 良好 て，今後，この状況下でも可能なことを考え計画
ついて考え、自己の伸長に していた。ねらいも焦点化されていた。ヒヤリン
努めている。 グやアンケート結果からは，今までの積み重ねの

成果が感じられた。

年 おおむね 良好 新型コロナ禍で，例年実施してきた校外での活
度 良好 動がほとんどできなかった中で，可能な活動を考

えてよく実施していた。生徒達も「新たな体験や
話合いができた」と，学習内容を前向きに捉えて
いた。教員達も，「こうした体験を通して，不要
だったところや今まで見えていないところが見え
てきて，今後に生かしたい」と語っていた。こう
した姿勢を大事にしていってほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ 各学年の進路学習、高校説明会など進路選択のために必要な手立てを講じることができた。
評 ・ コロナ禍の影響で、校外での体験的活動に制限があり実施できない状況である。実施計画を全面的

学価 に見直し、現状にあわせた活動の企画・展開を図らなければならない。
校の ・ 比内地区小中連携として、アルミ缶回収を行うことができたことは何よりであった。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・ 地域・保護者の協力を得ながら、各学年の段階に応じた進路学習の充実を図ることができた。
策 ・ 達人セミナーや郷土料理学習、農業体験、ふるさと交流の実施など、現状に合わせた形で活動を充

実させることができた。総合的な学習の時間の充実と計画的な実施のために、全体計画の見直しを進
めたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

９ 自己の生 (17)望ましい勤労観・職業観の育成 ◇進路学習や職業人による講座など
き方の探求 の実施・充実 ３ ４

(18)人間関係形成、 ◇進路計画の実践
自己理解・自己管理能力の育成 ◇進路指導（職業適性）

10 郷土愛と (19)主体的･創造的に生き抜く力の育成 ◇体験活動の充実
地域に貢献 （職場体験、ボランティア活動 他） ／ ３
する力の醸 (20)ふるさとのよさの発見・ ◇総合的な学習の時間の充実 (３)
成 愛着心の育成 ◇ふるさと活動の精選・充実

◇望ましい職業観や生き方（キャリア教育）
＜生徒＞問１６ ＜教師＞問１４

％ そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 57.5 33.0 7.3 2.2 1 13 2 0 ６５％

今年度末 67.0 27.8 3.4 1.7 4 9 3 0 ６９％

１年生：農業体験
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◇職場体験やボランティア活動での成長
＜生徒＞問１７ ＜保護者＞問１０ ＜教師＞問１５

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 42.5 35.8 16.2 5.5 21.6 66.7 11.1 0.6 1 12 3 0 ６３％

今年度末 44.3 36.4 15.3 4.0 25.0 64.5 9.7 0.8 1 12 3 0 ６３％

＜教師＞問１７

④ ③ ② ① 達成率

0 11 5 0 ５６％

4 11 1 0 ７３％

◇総合的な学習の時間の取組によるふるさと教育

＜生徒＞問１８ ＜保護者＞問１１ ＜教師＞問１６

％ そう思う だいたい あまり まったく そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

今年中間 57.5 33.5 7.8 1.1 27.2 61.7 10.5 0.6 0 11 5 0 ５６％

今年度末 58.0 36.4 5.0 0.6 24.2 65.3 10.5 0 2 11 3 0 ６５％

◇ふるさと比内が好き
＜生徒＞問２１

％ そう思う だいたい あまり まったく

今年中間 71.8 22.6 5.1 0.5

今年度末 67.7 26.7 4.5 1.1

◇比内中生の取組が「地域の活力」につながっているか
＜保護者＞問１６

％ そう思う だいたい あまり まったく

今年中間 27.2 64.2 8.6 0

今年度末 29.0 62.1 7.3 1.6

郷土料理学習
（きりたんぽ鍋）

※縦割り班活動で
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イ きわめて良好 ５ 目指す方向が共通理解され取組も組織的で意識が高く効果も顕著

学校運営 良好 ４ 目指す方向が共通理解され取組も組織的で成果が多く見られる
の状況

おおむね良好 ３ 目指す方向が明確で一定の取組が行われており成果も見られる

やや不十分 ２ 目指す方向がやや不明確で取組もばらつきがあり成果が安定しない

努力を要する １ 目指す方向が不明確で取組体制や取組方に解決すべき課題が多い

学校の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

各指導部が機能し、組織 中 おおむね おおむね 職員の若年化が課題となっている。同僚性を生
としてチーム力が発揮され 間 良好 良好 かして縦・横の情報交換を密にして，授業力の向
ている。また、子どもを育 上など，組織としてのレベルアップを図っていっ
むための実態に即した研修 てほしい。
により資質向上が図られて
いる。 年 おおむね おおむね 「みらびとツアー」(授業を見合う会)など，同僚

度 良好 良好 から学ぶ機会を設定して授業改善に取り組んでい
る。今後も，若い教員のパワーを引き出す方策を
考え，実施していってほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ コロナの影響で例年とは異なる学校運営となっているが、各指導部内で知恵を出し合って進めるこ
評 とができている。

学価 ・ 授業改善への取組の数値が昨年度より下がっている。コロナの影響で思うように進められない部分
校の もあるが、改訂学習指導要領の趣旨を共通理解し、授業力の向上を図っていきたい。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・ コロナによって大きな変更等があったが、教務主任を中心に適切な学校運営ができており、それが
策 数値にも表れている。

・ 授業改善への取組の数値が中間よりも上昇したが、取組と状況の差が大きい。教科間や学年間の温
度差がないように共通実践を進めていきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

11 学校運営 (21)学校教育目標､目指す生徒像の実現 ◇経営方針・重点の明示
への主体的 ◇創意ある教育課程編成 ３ ３
参画 ◇職員一人一人の企画・挑戦・実践力向

(22)共通実践事項の共通理解と実践 上とチーム力の向上

12 学力向上 (23)思考力・表現力・判断力の向上 ◇導入、学び合う場、振り返り、
等への組織 教師のコーディネート力の強化 ３ ３
的取組 (24)研修の成果や課題の共有 ◇みらとびツアー（授業を見合う会）、

授業研究会の充実

◇効果的な組織運営・協働態勢 ◇適切な教育課程編成

＜教師＞問１８ ＜教師＞問１９

④ ③ ② ① 達成率 ④ ③ ② ① 達成率

5 11 0 0 ７７％ 9 6 1 0 ８３％

5 11 0 0 ７７％ 8 7 1 0 ８１％

◇授業改善への取組
＜教師＞問２０

④ ③ ② ① 達成率

1 10 5 0 ５８％

2 11 3 0 ６５％ 校内研究会（生徒指導）

自
己
評
価
Ａ
と

学
校
関
係
者
評
価
の

評
価
区
分

自
己
評
価
Ｂ
の

評
価
基
準
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イ 学校運営の状況

学校の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

危機管理計画が綿密で、 中 おおむね おおむね 保護者のヒアリングでは，朝の交通指導など，
校内外ともに安心して教育 間 良好 良好 安心安全に向けた指導はよく行われているとのこ
活動を展開できる環境が整 とだった。最近は，クマなどの危険も増している
備されている。 ので，さらなる安全指導をお願いしたい。

年 おおむね おおむね 新型コロナへの対応がとてもよくなされてい
度 良好 良好 た。生徒のすぐれた作品やよい表情の写真，興味

や視野を広げる掲示など，校内の掲示環境が，と
てもよい生活環境をつくっている。生徒の交通事
故に関しては，これまでの生活体験の不足による
ものも大きいと考えられる。生徒の危険予知能力
を高めていってもらいたい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ １学期は運転技術の未熟さによる自転車の事故が多かった。通学路の危険箇所を点検し、その改善
評 を市教委に報告できた。

学価 ・ 校内外の環境整備については、安全点検日を定期的に設定し、不備な箇所については確認・報告・
校の 修繕を行っている。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・ 自転車の安全な登下校について、朝の登校指導や情報提供を通して未然防止に努めてきた。また、
策 ＡＥＤ救命救急講習会(１年)、性教育講座(３年)など、命に関する教育を計画的に実施できた。

・ 定期的な安全点検により、不備な箇所の確認・報告・修繕はできている。コロナ対策として購入し
た空気清浄機を活用しながら、安全・安心な環境づくりを継続していきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

13 安全教育 (25)安全指導、 ◇通学路点検・交通安全教室、
の充実 交通事故・問題行動の未然防止 速やかな情報共有

◇様々な状況を想定した ３ ３
(26)危機回避意識の向上 実践的な避難訓練等の実施

（自分の命は自分で守る）

14 学習・生 (27)校舎内外の安全確保 ◇学校安全日の安全点検実施
活環境の整 ◇日常的な校舎・校地管理・補修 ３ ３
備・充実 (28)生徒の活動や成長が見え ◇校内掲示環境の整備

潤いある学校環境整備 ◇花（プランター）等の整備充実

◇事故防止、安全指導
＜保護者＞問１２ ＜教師＞問２１

そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

22.2 68.5 7.4 1.9 3 12 1 0 ７１％
１年生：ＡＥＤ講習会

23.4 66.9 8.9 0.8 6 10 0 0 ７９％

◇危機管理体制の充実
＜教師＞問２２

④ ③ ② ① 達成率

4 11 1 0 ７３％

6 9 1 0 ７７％

◇潤いある学校環境整備
＜教師＞問２３

④ ③ ② ① 達成率

5 11 0 0 ７７％

4 12 0 0 ７５％
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イ 学校運営の状況

学校の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

学校の取組を分かりやす 中 おおむね おおむね コロナ禍で，連携して行う活動ができない中で，
く保護者や地域に伝えら 間 良好 良好 ＨＰや通信などを通して，広報活動がよく行われ
れ、地域の教育力が有効に ている。行事やＰＴＡの活動も，できることを探
活用されている。 りながら前向きに実施されている。保護者のヒア

リングからも，支持されていることが分かった。

年 良好 良好 保護者からは，「お便りには，生徒の意見など
度 も掲載されており，学校や生徒の様子がよく伝え

られている。」という話が合った。各行事やPTAの
諸活動も，新型コロナ禍でも，工夫しながらよく
行われている。今後も，地域の教育資源や人材を
積極的に生かしていってほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・ 学校報は年度当初から定期的に発行することができた。ホームページはスタートが遅れたが、随時
評 更新することができた。学校運営の考え方や進め方を共有できるような情報発信を多くしていきたい。

学価 ・ コロナ禍で、地域と関わることがほとんどできなかった。これまでとは違う手立ての連携を模索し
校の ていかなければならないと感じる。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・ 学校報は月２回定期的に発行することができた。ホームページは随時更新し、学校の様子や運営に
策 ついて共有できるような情報発信をすることができた。

・ コロナ禍ではあったが、地域コーディネーターの協力により、地域の教育資源を活用した体験活動
を行うことができた。比内地区子どもサミットの地域貢献活動として行ったアルミ缶回収を継続して
いきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

15 保護者・ (29)保護者・地域の理解を得る広報活 ◇学校･学年･部活動だよりの内容充実、
地域との双 動 ＨＰ更新、学校開放 ３ ４
方向の連携 ◇各種ＰＴＡ活動を通した

(30)行事やＰＴＡ活動の工夫 保護者の積極的な協力態勢づくり

16 地域素材 (31)地域行事への ◇地域行事・地域貢献活動への
地域教育力 生徒の積極的な参加・貢献 参加と協力 ３ ４
の活用 ◇各機関との連携、

(32)地域の教育資源、人材の活用 地域学校協働本部事業の活用

◇学校の情報（生徒の様子等）の発信
＜保護者＞問１３ ＜教師＞問２４

そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

25.9 64.8 7.4 1.9 9 7 0 0 ８５％

29.0 64.6 4.0 2.4 10 6 0 0 ８８％

◇保護者との連携や協力態勢、ＰＴＡ活動
＜保護者＞問１４ ＜教師＞問２５

そう思う だいたい あまり まったく ④ ③ ② ① 達成率

18.5 70.4 9.3 1.9 5 9 2 0 ７３％

24.2 66.1 8.9 0.8 7 8 1 0 ７９％

比内中祭前の親子早朝奉仕作業（窓ふき） ＜教師＞問２６（地域との連携））

④ ③ ② ① 達成率
◇地域の行事に積極的に参加しているか（コロナ禍により調査せず）

＜生徒＞問２０ ＜保護者＞問１５ 2 12 2 0 ６７％

3 13 0 0 ７３％


